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上の例はVSN1190とVSN1100Xの接続を示しています。複数の拡張シャーシの接続手順や詳細については、拡張シャー
シに付属している『Datapath拡張シャーシユーザーガイド』を参照してください。

HLink-G3とSLink-G3を、付属のExCable-G3で接続します。

ケーブルは、リリースタブがカードの反対側を向くように接続します。四角いコネクタをカードに差し込み、カチッ
という音がするまで押し込んでください。これによってケーブルがロックされます。コネクタをロックしないと、 
ExCable-G3がカードから外れて、シャーシ間の接続が失われることがあります。

コネクタを外すには、リングプルタブを優しく引いてコネクタとカードのロックを解除してから、コネクタをスライ
ドして抜きます。

通常の銅ケーブルと同様に、ExCable-G3をきつくループにしたり折り曲げたりしないでください。

複数の拡張シャーシが提供されている場合には、カードのラベルを確認し、Link1のカード同士、Link2のカード同士
など、カードのペアを間違いないように接続してください。拡張シャーシが別に出荷されていて、カードにラベルが
貼ってない場合など、組み合わせが分からない場合は、付属のExCables-G3を使用してカードを接続してから、Data-
path Driver Installパッケージを再インストールすることで、カードのペアをリセットしてください。

ホストシステム

拡張シャーシ



5.2.1  VSN900X-OpticalおよびVSN1100X-Opticalの接続

Datapath光学ソリューションにより、拡張シャーシをメインコントローラから最大100m離して接地することができま
す。光学ソリューションは、ホストマシンのHLink-Opticalと拡張シャーシのSLink-Opticalの間で、最大PCIe Gen 
3 ×8帯域幅をサポートします。最大の帯域幅は、HLink-OpticalカードとSLink-OpticalカードをExCable-Opticalケ
ーブルで接続することによって実現されます。

HLink-OpticalカードとSLink-Opticalカードを1本のExCable-Opticalのみで接続した場合は、PCIe Gen3 ×4帯域幅
が実現されます。これにより、シャーシ間で転送可能な映像信号の総量が少なくなります。×4帯域幅で問題なけれ
ば、1枚のHLink-Opticalカードを×8スロットにインストールするという条件で、そのHLink-Opticalカードを2枚の
SLink-Opticalカードに接続することも可能です。

参照: PCIe ×4レーンおよび×8レーンリンクの作成

光学拡張シャーシがウォールコントローラシステムの一部として提供される場合、HLink-Opticalカードは、SBCが搭
載されたホストマシンに事前にインストールされています。拡張シャーシがホストマシンとは別に提供される場合、
提供されたHLink-Opticalカードをホストマシンにインストールする必要があります。

HLink-Opticalカードのインストールにはプラスまたはマイナスのドライバが必要になります。PC（およびすべての
周辺機器）の主電源を切り、コンピュータと拡張シャーシからすべてのケーブルを取り外します。PCのカバーを取り
外します。マザーボード上の空いているPCIeスロット（×8）を探して、バックプレートを取り外します（ネジは無
くさないよう気をつけてください）。

HLink-Opticalカードをパッケージから取り出して、空のPCIeスロットに完全に押し込みます。PCの背面パネルにブ
ラケットをネジ止めし、PCのカバーを取り付けます。

複数の拡張シャーシが提供されている場合には、カードのラベルを確認し、Link1のカード同士、Link2のカード同士
など、カードのペアを間違いないように接続してください。拡張シャーシが別に出荷されていて、カードにラベル
が貼ってない場合など、組み合わせが分からない場合は、付属のExCables-Opticalを使用してカードを接続してか
ら、Datapath Driver Installパッケージを再インストールすることで、カードのペアをリセットしてください。  

5.2.1.1  VSN1170およびVSN1190への接続

VSN1100X-OpticalをVSN1170またはVSN1190に接続すると、すべてのPCIeスロットでフル帯域幅（×8）が利用可能に
なります。Datapath VSN1170をホストマシンとして使用する場合は、複数の拡張シャーシを星形の構成で配置する
（つまり、すべてのHLink-OpticalカードをVSN1170ホストマシンにインストールする）ことが推奨されます。これ
は、VSN1170の各スロットがHLink-Opticalカードへのフル×8 Gen.3接続をサポートするためです。×8以上のスロッ
トをサポートする他のホストマシンでも、同じような構成が推奨されます。複数の拡張シャーシの接続手順や詳細に
ついては、拡張シャーシに付属している『Datapath拡張シャーシユーザーガイド』を参照してください。
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ExCables-Opticalを、HLinkおよびSLink-Opticalカードのコネクタにしっかりと差し込みます。

ケーブルは、上に示すようにメーカーのラベルがカード側を向くように接続してください。
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四角いコネクタをカードに差し込み、カチッという音がするまで押し込んでください。これによってケーブルがロッ
クされます。コネクタをロックしないと、ExCable-Opticalがカードから外れて、シャーシ間の接続が失われること
があります。

通常のファイバーケーブルと同様に、ExCable-Opticalをきつくループにしたり折り曲げたりしないでください。曲
げ半径が75mmよりきつくなると、ファイバーが破損する恐れがあります。

コネクタを外すには、リングプルタブを優しく引いてコネクタとカードのロックを解除してから、コネクタをスライ
ドして抜きます。

5.2.2  PCIe Link - x8（光学）の作成

最大の帯域幅を実現するには、HLink/SLink-Opticalカードを2本の光学ケーブルで接続することにより、64G/sの転
送（各方向の実効データ速度は約6.4GB/s）に対応した8レーン（×8）リンクを形成することです。

×8モードでは、HLink-OpticalカードのジャンパーリンクJ7を、下図のように2-3位置に設定しなければなりませ
ん。

×8リンクを作成する場合は、HLink-Opticalカードの上側のコネクタに接続したExCable-Opticalは、SLink-Optical
カードでも上側のコネクタに接続しなければなりません。同様に、2本目のExCable-Opticalは両カードの下側のコネ
クタに接続してください。

ジャンパーリンクJ7

×8リンクの接続
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5.2.3  PCIe Link - x4（光学）の作成

低帯域幅接続の場合や、1枚のHLink-Opticalカードを2枚のSLink-Opticalカードに接続する（2つの拡張シャーシを
星形接続する）場合です。この構成では、単独のExCable-OpticalリンクのPCIe接続は×4となり、帯域幅は3.2GB/s
まで低下します。

×4モードでは、HLink-OpticalカードのジャンパーリンクJ7を、下図のように1-2位置に設定しなければなりませ
ん。

HLink-Opticalカードは上下どちらのコネクタをしようしても（あるいは両方使用しても）構いませんが、SLink-Op-
ticalカードでは上側のコネクタのみを使用してください。

ジャンパーリンクJ7

×4リンクの接続

5.2.4  フレームロック

Datapath光学拡張リンクを使用する場合は、ディスプレイのフレームロックは維持できません。拡張シャーシから制
御されるディスプレイはホストマシンから十分離れた場所にあると想定されるため、これは問題にはなりません。標
準HLink-G3およびExCable-G3で接続されている拡張シャーシ（またはシャーシのクラスタ）内のすべてのディスプレ
イでは、相互のフレームロックが維持されます。

5.3  スロットおよび帯域幅 - 光学システム
光学ソリューションは、ユーザーの要件によって様々な構成や帯域幅を提供します。各HLink-Opticalは、最大100m
の距離で最高PCIe Gen.3 ×8帯域幅の転送に対応します。この帯域幅を実現するには、HLink-Opticalカードをホス
トバックプレーンの×8 PCIeスロットにインストールし、2本のExCable-Opticalケーブルを使用して、拡張シャーシ
のPICMG 1.3スロットにインストールされているSLink-Opticalカードに接続しなければなりません。

また （×8 PCIeスロットにインストールされた）HLink-Opticalカードを2枚のSLink-Opticalカードに接続すること
で、×4帯域幅を実現できます。HLink-OpticalカードがPCIe ×4にインストールされている場合は、1枚のSLink-Op-
ticalカードにしか接続できません。  
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ホスト 拡張

PCIe 
スロット 
番号

帯域幅 ExCable-Optical HLink-Optical SLink-Optical

×8 ×4 1ケーブル 2ケーブル 上部コネクタ 底部コネクタ 上部コネクタ 底部コネクタ

1 × × × × × ×（1）

1 × × ×      ×（2）

2 なし × × × ×

3 なし × × × ×

4 なし × × × ×

5 なし × × × ×

6 なし × × × ×

7 なし × × × ×

8 なし × × × ×

9 なし × × × ×

（1）SLink-Opticalカードは、拡張シャーシのPICMG 1.3スロットに事前にインストールされています。 
（2） 2本のExCables-Opticalで2枚のSLink-Opticalカードに接続します（29ページの「PCIe Link - ×4（光学）の
作成」を参照）。 

5.3.1  VSN900 - 光学拡張

5.3.2  VSN1100 - 光学拡張

ホスト 拡張

PCIe 
スロット 
番号

帯域幅 ExCable-Optical HLink-Optical SLink-Optical

×8 1ケーブル 2ケーブル 上部コネクタ 底部コネクタ 上部コネクタ 底部コネクタ

1 × （3） × × × × ×

2 × × × × × ×

3 × × × × × ×

4 × × × × × ×

5 × × × × × ×

6 × × × × × ×

7 × × × × × ×

8 × × × × × ×

9 × × × × × ×

10 × × × × × ×

11 × × × × × ×

 
（3） VSN1100X-Optical拡張シャーシの11個のスロットはすべてPCIe ×8レーンであるため、2本のExCables-Opti-
calが必要です。×4帯域幅で十分な場合は、1本のExCable-Opticalのみが必要ですが、利用可能な帯域幅が半分にな
り、転送可能な映像信号の量が半減します。
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5.4  ネットワークへの接続
オプションのWall Controlソフトウェアを使用すると、ネットワーク経由で遠隔地のビデオウォールディスプレイを
操作および管理することができます。SBC4には2つのLANポートがありますので、ネットワークケーブル（別売り）を
LANポートに接続して、ウォールコントローラをLANに接続してください（下図参照）。

5.4.1  ネットワークセキュリティ

ネットワークポートには潜在的な脆弱性があることを認識しておく必要があります。安全な環境にシステムが接地さ
れている場合は、LANポートへの不正アクセスについて心配する必要はありません。外部からアクセス可能な環境に
システムが接地されている場合は、ポートへのアクセスを制限する必要があります。Wall Controlソフトウェアアプ
リケーションでは、ネットワークアクセスダイアログでポートへのアクセスを設定することができます。詳細につい
ては、Wall Controlのヘルプファイル（ソフトウェアDVDに収録されています）を参照してください。
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5.5  入力ソースの接続
各システムは受注生産であり、インストールされている入力カードの数とモデルによってコントローラも異なりま
す。ウォールコントローラにインストールされている入力カードについては、システムの梱包リストを参照してくだ
さい。

製品のドキュメントフォルダーには、PCIeカード製品のパンフレットが付属しており、カードのインストール方法や
付属品に関する情報が記載されています。各カードの詳細については、それぞれのユーザーマニュアルを参照してく
ださい。各キャプチャカードのマニュアルは、システムに付属のDatapathソフトウェアDVDに収録されています。

5.6  モニターとコントロール画面の接続
各システムは、ハードウェアによって4画面から64画面をサポートしますが、以下の説明では12画面の4×3ビデオ 
ウォールシステムを使用しています。  

ビデオウォールで使用できる画面数は,システムにインストールされているグラフィックカード数によって決まりま
す。ImageDP4グラフィックカードは、1枚で最大4画面をサポートし、1つの出力が1画面に対応します。 

5.6.1 画面の順序

画面の順序は、システム内のグラフィックカードのインストール場所によって決定されます。SBCに最も近い位置
にインストールされているカードがカード1となり、最初に初期化され、ビデオウォールでは左上の4画面となりま
す。2枚目のカードは次の4画面となり、以降も同様です。各グラフィックカードは4個のコネクタを持ち、次のよう
に番号が振られています。

5.5.1  ケーブルの取り扱い

ケーブルを取り扱うときには十分に注意してください。ケーブルのコネクタの種類がカードのコネクタ
と合致していることを確認してください。ケーブルコネクタはまっすぐ差し込んでください。強く押す
必要はありません。ケーブルを丁寧に取り扱わないと、コネクタのピンが破損し、回路基板が回復不能
な重大な損傷を被る可能性があります。このような損傷は保証の対象外です。

VisionDP4 
4ポートグラフィックカード

コネクタ:   
4 × DisplayPort

キャパシティ:   
最大16カード/システム（64ディスプ
レイチャネル）

ケーブル/アダプタ: 
ImageDP4 - なし 
ImageDP4/DVI  - 4 × DVIアダプタ  

出力1

出力2

出力3

出力4

下図は、12台のモニターを3枚のImageDP4グラフィックカードに接続して12画面のビデオウォールを作成する様子を
示しています。

1

2

3

4

ImageDP4グラフィックカードの詳細については、システムに付属のDatapathソフトウェアDVDに収録され
ているユーザーマニュアルを参照してください。
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1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

1-4 カード1の出力コネクタ - 画面1～4

5-8 カード2の出力コネクタ - 画面5～8

9-12 カード3の出力コネクタ - 画面9～12

DisplayPortケーブルを使用して、グラフィック出力をモニターに接続します（ケーブルは付属していません）。

5.6.2 画面順序の変更

Wall Controlアプリケーションを使用して画面の順序を変更できます。Wall ControlのConfigureメニューから
Screen Orderを選択し、表示されたダイアログで画面を希望する順序でクリックします。詳細については、Con-
figure Screen OrderダイアログのHelpボタンをクリックしてください。

5.6.3 コントロール画面の接続

ほとんどのDatapathシステムでは、オンボードのグラフィックデバイスをオフにしているため、コントロール画面に
接続する必要があります。コントロール画面とは、ディスプレイウォールのモニターとは別の場所にある、独立した
VGA（VSN990/ VSN1190）またはDVI-I（VSN970/VSN1170）モニターです。コントロール画面は、Windows®のディスプ
レイ設定ではモニター1として設定され、ディスプレイウォールはモニター2として設定されます。

コントロール画面は次のように接続します。

12画面のディスプレイウォール

対応するグラフィック出力
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5.6.4  コントロール画面の無効化

コントロール画面が不要な場合には、システムBIOSで内蔵グラフィックを無効にする必要があります（第13章の
「SBCのオンボードグラフィックアダプタの使用」セクションを参照）。

SBC 3 SBC 4

オンボード 
グラフィック 
デバイス
（DVI-I）

オンボード 
グラフィック 
デバイス（VGA）

5.7  電源ケーブルの接続
本セクションの内容は、RPSUおよびATXを搭載したシステムと拡張シャーシの両方に適用されます。

電源ケーブルを接続
します。

システムに付属の電源ケーブルを使用してください。代替品についてはDatapathまでお問
い合わせください。 

ケーブルが電源ソケットに確実に挿入されていることを確認してください。途中でケーブルが抜けるとシステムが不
適切にシャットダウンしてしまいます。 

RPSUを搭載したシステムでは、両方のケーブルが接続されていないと、システムの電源投入時にアラームが鳴りま
す。

コントロール 
画面
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第6章 - 操作

本章の内容は以下の通りです。

•	 電源の投入

•	 納入後の最初のシステムブート

•	 オペレーティングシステムのセットアップ

•	 Wall Controlの起動

•	 ビデオキャプチャの表示 

6.1  電源の投入
納入後に初めてシステムの電源を投入する際には、下記の「納入後の最初のシステムブート」の手順に従って、初期
システムブートステップを完了しなければなりません。  

6.1.1  メインシステムの電源投入

すべてのシステムには、RPSUまたはATX電源が搭載されています。詳細についてはシステムの特長を参照してくださ
い。

•	 電源ユニットのスイッチをオンにして、RPSUの両方のユニットに電源が投入されることを確認します。

35

•	 正面パネルにある電源スイッチをONにします。

システムがブートし、コントロール画面にBIOSとブートメッセージが表示されます。システムのブートが完了する
と、ディスプレイウォールにWindows®デスクトップが表示されます。

6.1.2  拡張シャーシの電源の投入

システムにVSN900XまたはVSN1100X拡張シャーシが接続されている場合は、以下の手順で電源を投入してください。

•	すべての電源ユニットのスイッチをオンにして、RPSUシステムの両方のユニットに電源が投入されることを確認
します。

•	ホストシステムの正面パネルにある電源スイッチをONにします。拡張シャーシはホストVSNシステムによって自動
的にオンになるため、拡張シャーシの電源スイッチをONにする必要はありません。

システムがブートし、コントロール画面にBIOSとブートメッセージが表示されます。システムのブートが完了する
と、ディスプレイウォールにWindows®デスクトップが表示されます。

6.2  納入後の最初のシステムブート
工場でシステムの設定が完了すると、オペレーティングシステムが再び封印されます。そのため、初回のブート時に
はオペレーティングシステムのセットアップが開始されます。

コントローラをセットアップするための情報の入力が求められます。

RPSU ATX
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6.2.1  言語パックの選択

Windows® 7オペレーティングシステムのセットアップが開始され、言語パックの選択が求められます。言語の選択は
ユーザー側の責任となり、出荷前には設定されていません。   
Windows® 7の言語設定は、コントロールパネルの「地域と言語」にあるキーボードと言語タブから変更できます。言
語パックは、Windowsアップデートのオプションとしてダウンロードできます。 
以下の言語パックが事前にインストールされています。

•	 中国語（簡体字）

•	 イギリス英語

•	 アメリカ英語

•	 フランス語

•	 ドイツ語

•	 イタリア語

•	 日本語

•	 ポーランド語

•	 ブラジルポルトガル語

•	 ロシア語

•	 スペイン語

6.2.2  国と地域の選択

ドロップダウンメニューから国と地域、タイムゾーン、通貨、およびキーボードレイアウトを選択します。これらの
地域設定は、コントロールパネルの「地域と言語」から変更できます。

6.2.3  名前とパスワード

次に、ユーザー名、コンピュータ名、およびパスワードの設定が求められます。 

コンピュータ名には、インターネット標準の文字のみを使用してください。標準文字とは、0～9の数字、A～Zのアル
ファベット（大文字と小文字）、およびハイフンです。数字のみの名前や、スペースもしくは特殊文字（< > ; : “ 
?*+ = \ | ?,等）を含む名前は使用できません。
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6.2.4  プロダクトキーの入力

フィールドにプロダクトキーを入力します。プロダクトキーは、システムの正面ドアの内側に貼ってあるラベルに記
載されています。

プロダクトキーを入力したら、ライセンス契約の内容を読んで同意してください。

6.2.5  システムのバックアップ

システムが起動したら、MS Windowsバックアップおよび復元ツールでシステム復元メディアを作成しておくこと
を強く推奨します。何らかの問題が発生した場合でも、工場設定を復元することができます。

スタート | すべてのプログラム | Wall Control

Wall Controlのスタートメニューには、Wall ControlおよびWall Control-My Computerの2つの起動オプションがあ
ります。

6.3.3  Wall Control-My Computer

Wall Control-My Computerは、Wall ControlアプリケーションおよびWall Controlサーバーの両方がインストールさ
れたシステムを参照します。Wall Control-My Computerを選択すると、サーバーとアプリケーションが両方起動した
状態でWall Controlアプリケーションウィンドウが開きます。アプリケーションウィンドウには、システムで利用可
能なすべての入力が表示されます。 

6.3  Wall Control（オプション）の起動
Wall Controlは、Datapathのウォールコントローラ用に設計された、オプションのビデオ/ディスプレイウォール管
理ソフトウェアアプリケーションです。Wall Controlは、Wall ControlアプリケーションおよびWall Control 
サーバーという2つの要素から構成され、これらの組み合わせでディスプレイウォールを制御します。

6.3.1  Wall Controlアプリケーション 

Wall Controlアプリケーションは、ディスプレイウォールを制御するためのマシンにインストールします。これは、
ディスプレイウォールを制御するマシンなど、ネットワーク上の任意のマシンとなります。Wall Controlアプリケー
ションは、サーバーマシンに表示される各ウィンドウの位置、サイズ、およびプロパティを制御します。 

6.3.2  Wall Controlサーバー 

Wall Controlサーバーは、Vision/IPおよびアプリケーションウィンドウを表示するために使用します。Wall Con-
trolサーバーは、Vision/IPおよびアプリケーションウィンドウを作成するマシンにインストールします。Wall 
Controlの起動方法:

スタート | コントロールパネル | システムとセキュリティ� | バックアップと復元
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6.3.4  Wall Control

Wall Controlを選択するとアプリケーションウィンドウが開きますが、Wall Controlサーバーには接続されませ
ん。Wall Controlサーバーへの接続に関する詳細については、アプリケーションのヘルプファイルを参照してくださ
い。

6.4  ビデオキャプチャの表示表示
Wall Control-redサーバーへの接続が完了したら、ビデオ/ディスプレイウォールに表示するウィンドウを作成でき
ます。一部の映像フォーマットはサポートされていません。詳細については、上級ユーザーの章の「映像CODECのイ
ンストール」を参照してください。

ウィンドウを作成するには、NewメニューまたはアプリケーションのToolbarを使用します。

6.4.1  Newメニュー 

各ウィンドウタイプのオプションを表示します。

	 Preset Window 
	 Vision Window 
	 IP-Camera Window 
	 Run an Application

6.4.2 Toolbar

アプリケーションのToolbarには、インストールされているハードウェアによって異なる、開くことのできるウィン
ドウタイプが表示されます。 

希望する入力を開く方法: 

希望する入力を選択してウォールの希望位置までドラッグします。 

入力をダブルクリックするとウィンドウが開き、ディスプレイウォールの左上に表示されます。 

シフトキーを押しながらクリックすると複数の入力を選択できます。 

Wall Control-red機能については第7章で解説されていますが、アプリケーションでHelp | Contentsを
選択して表示されるヘルプファイルにも記述されています。 

新規メニュー

ツール
バー

コントロール画面

ディスプレイ 
ウォール表現
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本章の内容は以下の通りです。

•	 Wall Control

•	 Wall Monitor

•	 ユーティリティ

7.1  Wall Control（オプション）
Wall Controlアプリケーション（注文によりWall Control-redまたはWall Control-SQXr）は出荷前にインストール
されているため、ソフトウェアを改めてインストールする必要はありません。

Wall Controlは、制御対象のマシンのデスクトップを表示します。ビジョン、IPカメラ（Wall Control-SQXが必要で
す）、およびアプリケーションウィンドウを、ネットワーク経由のリモート操作で別のマシンに表示したり、同じマ
シンでローカルに表示したりできます。 

Wall Controlを使用することで、アプリケーションウィンドウの移動や、サイズおよび位置の調整、そしてビジョン
およびIPカメラウィンドウの制御を、Windows Propertiesシートを使用してインタラクティブに行うことができま
す。Wall Controlには、ディスプレイウォール上でのウィンドウ配置の補助としてガイドとグリッド機能がありま
す。 

Wall Controlでは、特定のウォールレイアウトを.layファイルとして保存し、後で呼び出すことができます。 

デスクトップのアプリケーションのエリアにウィンドウをドラッグすることができるため、ビデオ/ディスプレイ 
ウォール上に表示しなくても操作ができます。 

7.1.1  Wall Controlツールバーのアイコン

アプリケーションツールバーのアイコンは各入力で利用できるソースの種類を識別します。

コンポジットソース。

S-Videoソース。

アナログソース。

コンポーネントソース。

DVIソース。

デュアルリンクDVIソース。

DisplayPortソース。

SDI/HD-SDI/3Gソース。

IPカメラソース。

緑で囲まれているアイコンは、その入力が現在キャプチャされていることを意味します。

7.1.2  Wall Control - 機能とツール

Wall Controlには、ネットワーク経由でビデオ/ディスプレイウォールを管理するための高度な機能が豊富に用意さ
れています。アプリケーションの機能とツールの一部を以下に示します。全機能および全ツールの詳細は、Help 
メニューを選択するか、またはアプリケーションの起動中にF1キーを押すと表示される、Wall Control-redのヘルプ 
ファイルを参照してください。

7.1.3  レイアウトファイル

レイアウトファイルを使用することで、特定のデスクトップ構成を保存して、後で呼び出すことができます。レイア
ウトファイルには、位置、サイズ、およびオンスクリーンディスプレイといったウィンドウのプロパティも保存され
ます。
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7.1.4  オフライン構成

Wall Controlのオフラインレイアウトエディタでは、ディスプレイウォールに物理的にウィンドウを表示することな
しに、レイアウトファイルを作成および編集することができます。Wall Controlはサーバーのコンピュータまたは 
ディスプレイウォールハードウェアが存在しないコンピュータ（例えばラップトップ）のいずれかにオフライン接続
することができます。

Wall Controlのオフライン接続は構成ファイルを開くことでオープンします。このファイルはサーバーのコンピュー
タからエクスポートされている必要があり、それにはそのコンピュータにおけるハードウェアとソフトウェア構成の
スナップショットが含まれます。

7.1.5  ビジョンとIPウィンドウ

キャプチャした映像とIPカメラのストリームをディスプレイウォールで表示します。以下のウィンドウプロパティを
設定します。

•	 ウィンドウの位置とサイズ

•	 縦横比

•	 ウィンドウ境界とメニューバーの非表示

•	 オンスクリーンディスプレイキャプションの作成

•	 キャプチャレートの制御

7.1.6 アプリケーションウィンドウ

Internet ExplorerやMicrosoft Powerpointといった制御アプリケーションをサポートします。アプリケーション
は、Wall ControlのToolbar、コマンドラインインターフェイス、または保存されているレイアウトファイルから起
動できます。

7.1.7  オンスクリーンディスプレイ（OSD）

柔軟な設定が可能なOSD機能により、ビットマップ（対応していないウィンドウタイプもあります）やテキストをビ
ジョンウィンドウやIPカメラウィンドウに表示することができます。説明やロゴを透過的に表示したり、フレーム 
レートなどのディスプレイ変数を表示したりできます。

7.1.8  カラセルのサポート

カラセル機能は、ビジョンおよびIPカメラウィンドウの異なる入力リストを、指定した時間周期で自動的に循環表示
するものです。ダブルバッファメカニズムにより、カルセル入力が切り替わる前にIPカメラストリームを自動的にス
タートできます。

7.1.9  サブウィンドウへの分割

アクティブなビジョンウィンドウをサブウィンドウに分割できます。各サブウィンドウには、元のビジョンウィンド
ウからクロップした部分が表示されます。

7.1.10  オーディオのサポート

特定のビジョンウィンドウに関連したデジタルおよびアナログオーディオコンテンツを制御します。 

7.1.11  コマンドラインインターフェイス

Wall Controlには、パワフルなコマンドラインインターフェイスがあり、レイアウトファイルの呼び出し、ディスプ
レイウォール上でのウィンドウの移動、および特定の入力設定の変更など、ほとんどの操作を自動化することができ
ます。   
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7.1.12  Crestron/AMXコントローラ

•	 Crestron/AMXコントローラ経由での自動化を可能にするリモートコマンドラインインターフェイスです。

•	 Crestron/AMXコントローラからウォールディスプレイを制御

•	 ローカルコマンドラインインターフェイスへのフルアクセス

•	 RS-232（シリアルケーブル経由）およびTELNET（ローカルネットワーク経由）のサポート

•	 統合ユーザーインターフェイスのサポートによるリモートコマンドラインの設定と監視

7.2  Wall Monitor（オプション）
オプションのWall Monitorソフトウェアアプリケーションにより、以下のシステムコンポーネントの温度と電圧を監
視できます。

•	 バックアップ

•	 キャプチャカード

•	 SQXカード

•	 SBC

•	 CPUコア

•	 グラフィックカード

システム内で温度や電圧の異常事態が発生すると、Wall Monitorアプリケーションは設定されているアラームをユー
ザーに送ります。

Wall Monitorアプリケーションの動作中は、透過性のある浮動アイコンをデスクトップの任意の場所に表示できま
す。  

アプリケーションではツールチップとして情報や助言を提供します。アプリケーションの各部にカーソルを合わせる
と、その部分のツールチップが表示されます。また、HelpボタンまたはキーボードのF1キーを押すと、ヘルプファイ
ルが呼び出されます。

Wall Monitorアイコン

アイコンの中心を左クリックして
アプリケーションを開くか、また
は右クリックしてアプリケーショ
ンメニューを表示します。

アイコンにカーソルを合わせてマ
ウスの左ボタンを押したまま移動
すると、デスクトップ上でアイコ
ンを移動することができます。

7.2.1  システムコンポーネントの監視

上記のシステムコンポーネントには温度/電圧センサーが内蔵されており、Wall Monitorアプリケーションは検出し
た温度/電圧値の変動を表示します。温度と電圧の変動は以下の色で通知されます。

緑 = 通常の動作状態

茶 = 通常の範囲を超えて電圧または温度が変動しており、アラームが設定してある場合は通知されます。

赤 = 動作可能な範囲を超えて電圧または温度が変動しており、システムの即時シャットダウンが必要です。
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7.2.2  Wall Monitorアプリケーションウィンドウ

Wall Monitorアプリケーションウィンドウ（上図）は、システムにインストールされているキャプチャカードの温度
を表示します。他のコンポーネントを見るには、アプリケーションの関連タブをクリックしてください。温度は華氏
または摂氏で表示できます。

7.2.3  アラームの設定

Wall Monitorでは、差し迫った問題をアラームで警告することができます。

システムブザー - システムブザーは、鳴り続ける時間を最長5秒まで設定できます。ブザーはシステム内で起動しま
す。一部のシステムではスピーカーを別途接続する必要があります。

Eメール - システムの近くにいない場合はEメールでの通知も可能です。登録してあるEメールに、問題の詳細を記述
した警告メールが送信されます。

オンスクリーン -  システムの問題をオンスクリーンメッセージで警告します。Wall Monitorアイコンは、警告時に
は茶色に変わります。

7.2.4 現在のステータス

ApplicationメニューからShow Current Status in Browserを選択すると、監視対象コンポーネントの現在のス
テータスをいつでも見ることができます。次のようなブラウザウィンドウが開きます。

監視対象の全デバイス
のステータスサマリー
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7.3  Visionアプリケーション （オプション）
別途購入したVisionキャプチャカードには、入力ソースのフォーマットを設定したり、各種データを表示したりする
ための強力なソフトウェアアプリケーションが付属しています。

7.3.1  ビデオストリーミング

WDM ストリーミングドライバ用の DirectShow ドライバは、ネットワークまたはインターネットを介してビデオをエ
ンコード、録画およびストリーミングするために、以下のアプリケーションに対応しています。

•	 Microsoft Media Encoder®

•	 VLC

•	 VirtualDub

•	 その他の DirectShow エンコーディングソフトウェア

ストリーミング用途には、Windows Media EncoderとともにVisionカードを使用して、キャプチャしたビデオを圧縮
し、ストリーミングできます。ビデオを再生するには、Windows® Media Player をご使用ください。

Windows® DirectShow技術と互換性のあるアプリケーションでは、WDMサポートが組み込まれているため、Visionの 
キャプチャカードが使用可能です。

7.3.2  Visionソフトウェアの機能

ストリーミング同期用タイムスタンプに対応

•	 多様なカードの多様な入力を同期

•	 ネットワークのクロック同期機能を使用してシステムを同期

•	 エッジブレンドとその他の用途向き

柔軟で設定可能なEDID管理

•	 キャプチャカードのカスタムEDIDパラメータのプログラミングが可能

入力から出力まで低いキャプチャレイテンシ

サードパーティグラフィックスベンダーのバックバッファおよびフロントバッファへのDirect3Dを介したDMA

•	 AMD DirectGMA に対応

•	 Nvidia GPUDirect に対応

ユーザーモードフィルターによるソース選択

•	 DirectShow のすべての入力でクロッピングをサポート

•	 すべての Vision 入力で開始/終了トリガインターフェースをサポート

Datapath Vision統合ドライバ

•	 システムごとに複数枚のカード、入力ごとに 16 ストリーム

•	 フレーム同期とタイムスタンプ
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•	 DirectShow インターフェース

•	 高度なオーディオおよびビデオコントロール用の RGBEasy API

•	 ビデオウォールの用途向けに Datapath Wall Control ソフトウェアと完全に統合されています

7.3.3  MultiStream

Datapathのマルチストリーム機能はすべてのDatapathキャプチャカードでご利用いただけ、個別にフォーマットされ
た複数のビデオストリームを並行してセットアップすることができます。

各ストリームは完全に独自フォーマットを行うことができ、解像度、カラースペース、そしてクロッピング領域の個
々の選択はそれぞれのストリーム用に設定が可能です。これにより、キャプチャカードのPCIeインターフェイスの帯
域幅使用率が最大化し、また個別にビデオストリームの再フォーマットを行う必要がないため、アプリケーション開
発者の開発タスクが簡素化できます。 

7.3.4  Visionアプリケーションの概要

このアプリケーションは、接続されているソースをウィンドウに表示します。以下の機能があります。

•	 データをウィンドウに合わせて拡大縮小

•	 ソースを正確にセットアップ（設定は自動保存）

•	 1コマンドの画像をBMP、JPEG、GIF、TIFF、またはPNGフォーマットで保存

•	 1コマンドを印刷

•	 表示されているキャプチャデータの縦横比を維持

•	 クロッピング

•	 データ上にテキストを表示（オンスクリーンディスプレイ）

•	 コマンドラインインターフェイス

•	 HDCPをサポート（SQXエンコーディングではサポートされない）

•	 全機能のヘルプファイル

メモ：

付属のドライバとソフトウェアは以下の環境を必要とします。

•	 Windows® 8.1までのOS

•	 DVD ROMドライブ
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7.4 ソフトウェアユーティリティ
Datapathでは、個別のシステム要件に合わせてシステムを微調整するためのソフトウェアユーティリティ群を用意し
ています。すべてのソフトウェアユーティリティは、システムに付属のソフトウェアDVDに収録されていますが、 
Datapathのウェブサイトから最新版をダウンロードすることもできます。

7.4.1  デスクトップユーティリティ

ディスプレイベゼルやプロジェクタの重なりを補正するために、デスクトップ解像度を調整します。

7.4.2  カスタムモードユーティリティ

ディスプレイドライバまたはEDIDでは利用できない、ビデオモードのカスタムディスプレイタイミングを定義しま
す。

7.4.3  マルチ解像度設定ツール（MultiResConfig）

異なる解像度のディスプレイが混在するビデオウォールの設計および設定を支援します。

7.4.4  診断ツール(diagtool)

ハードウェアやソフトウェアの構成における問題を診断するための情報を収集します。   
情報はZIPファイルに圧縮され、Datapathサポートチームに転送されます。

7.4.5  PCICFGツール

PCI構成情報を出力する診断プログラムです。このツールは、Windows®からは実行できず、USBまたはMSDOSブート 
ディスクから実行しなければなりません。

7.4.6  スリープユーティリティ

スクリプトにポーズを挿入します。ファイルやアプリケーションウィンドウの読み込みを順番に行う場合に使用して
ください。
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EUクラスA準拠宣言

Datapath Ltd.は、本ユーザーガイドで記述するウォールコントローラが2001/108/ECおよび2011/65/EU指令の基本要
件および他の関連規定に準拠していることを宣言します。

当社準拠宣言の写しの請求先は次の通りです。

Datapath Ltd. 
Bemrose House 
Bemrose Park 
Wayzgoose Drive 
Derby、DE21 6XQ 
United Kingdom

10.1.2  FCC 

本装置は、FCC規則パート15準拠しています。本装置は、次の2つの条件に準拠して動作します。（1）電波障害を起
こさないこと。（2）誤動作の原因となる電波障害を含む、受信されたすべての電波障害に対して正常に動作するこ
と。

本装置はテストの結果、FCC規則パート15に規定されたクラスAデジタル機器の制限に準拠していることが確認済みで
す。これらの制限事項は、商業環境で使用した場合に生じる可能性のある電磁障害を規制するために制定されたもの
です。本装置は、無線周波数エネルギーを生成、使用し、放射することができます。取扱説明書に従わずに設置およ
び使用すると、無線通信に危険な干渉を引き起こすことがあります。住宅地域で本装置を操作すると電磁障害を引き
起こす可能性があるため、ユーザーは自分自身の費用で障害を補正する必要があります。

注意:当社が承認していない変更や改造を本装置に加えた場合、ユーザーは装置
を操作する権利を失うことがあります。

10.1.3  廃棄

使用期限の終了したすべてのDatapath製品は、地元の法規制に従って廃棄処分します。英国内では処分を手配する際
はDatapathにご連絡ください。弊社のWEE 登録番号はWEEE/AA0005ZRです。
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本章の内容は以下の通りです。

•	 シャーシの技術図面

•	 VSN970の技術仕様

•	 VSN990の技術仕様

•	 VSN900Xの技術仕様

•	 VSN1170の技術仕様

•	 VSN1190の技術仕様

•	 VSN1100Xの技術仕様

•	 Express9-G3バックプレーンの技術仕様

•	 Express11-G3バックプレーンの技術仕様

11.1 技術図面
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11.2  技術仕様 - VSN970

19インチの4U産業用PCシャーシ

寸法（概数値）、全長500mm（ハンドル込）、全高177mm、幅481mm（取付金具込）

SBC4 - Core i7 4770S CPU 3.1GHz  PICMG1.3 SBC（DVI/VGA付き）、高速デュアルギガビットLAN、SATA RAID 
USB2.0/3.0およびオーディオおよび16ビットGPIO

8GB DDR2 1600  DDR3非EEC登録システムメモリ、16GBアップグレードオプション付き  

Express9-G3 PCIeバックプレーンにより1 ×8レーンスロットおよび8 ×4レーンスロットを提供

2 × 750GBリムーバブルSATAハードドライブ - エンタープライズグレード

DVD/RWコンボドライブ１個

ギガビットイーサネットポート２個

DVI/VGAへのDVI-I出力対応接続、付属ケーブル使用（コントロール画面として使用可能） 

500W ATX電源、または600Wデュアル冗長RPSU

ノイズ -  48.6dB（A）～67.9 db（A）、システム構成と周囲温度に依存

取り外し可能エアフィルター付きトリプル冷却ファン

キーボードとマウス付属

Windows7 Ultimate 64 bitオペレーティングシステム（日本語対応）

動作温度: 0～35 ℃

重量 - 19～25Kgs、出荷重量 - 30～35 Kg

11.3  技術仕様 - VSN990X

19インチの4U産業用PCシャーシ

寸法（概数値）、全長500mm（ハンドル込）、全高177mm、幅481mm（取付金具込）

SBC3- Intel®デュアルクワッドCore Xeon EC5549チップセット、LGA 1366パッケージ  

16GB DDR3 1333 EEC登録システムメモリ  

Express9 PCIeバックプレーンにより1 ×8レーンスロットおよび8 ×4レーンスロットを提供

2 × 750GBリムーバブルSATAハードドライブ - エンタープライズグレード

DVD/RWコンボドライブ１個

ギガビットイーサネットポート２個

VGAへのVGA出力対応接続、付属ケーブル使用（コントロール画面として使用） 

800W冗長PSU

仕様
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ノイズ -  48.6dB（A）～67.9 db（A）、システム構成と周囲温度に依存

取り外し可能エアフィルター付きトリプル冷却ファン

キーボードとマウス付属

Windows7 Ultimate 64 bitオペレーティングシステム（日本語対応）

動作温度: 0～35 ℃

11.4  技術仕様 - VSN990X

Express9-G3 PCIeバックプレーンにより1 × 8レーンスロットおよび8 ×4レーンスロットを提供

600W冗長PSUまたは500W ATX

取り外し可能エアフィルタ付きデュアル冷却ファン

ノイズ - 48.6dB（A）～67.9dB（A）、システム構成と周囲温度に依存

重量 - 19～25kg（出荷重量30～33kg）

動作温度: 0～35 °C

11.5  技術仕様 - VSN1170

19インチの4U産業用PCシャーシ

寸法（概数値）、全長500mm（ハンドル込）、全高177mm、幅481mm（取付金具込）

SBC4 - Core i7 4770S CPU 3.1GHz  PICMG1.3 SBC（DVI/VGA付き）、高速デュアルギガビットLAN、SATA RAID 
USB2.0/3.0およびオーディオおよび16ビットGPIO

8GB 1600 DDR3非ECC登録システムメモリを搭載16GBアップグレードオプションも要求可  

Express11-G3 PCIeバックプレーンにより10 × 8レーンスロットを提供

2 × 750GBリムーバブルSATAハードドライブ - エンタープライズグレード

DVD/RWコンボドライブ１個

ギガビットイーサネットポート２個

DVI/VGAへのDVI-I出力対応接続、付属ケーブル使用（コントロール画面として使用） 

800Wデュアル冗長RPSU

ノイズ -  48.6dB（A）～67.9 db（A）、システム構成と周囲温度に依存

取り外し可能エアフィルター付きトリプル冷却ファン

キーボードとマウス付属

Windows7 Ultimate 64 bitオペレーティングシステム（日本語対応）

動作温度: 0～35 ℃

重量 - 19～25Kgs、出荷重量 - 30～35 Kg

仕様
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Express11-G3 PCIeバックプレーンにより11 × 8レーンスロットを提供

800W冗長PSU

取り外し可能エアフィルタ付きデュアル冷却ファン

ノイズ - 48.6dB（A）～67.9dB（A）、システム構成と周囲温度に依存

重量 - 19～25kg（出荷重量30～33kg）

動作温度: 0～35 °C

仕様

11.6  技術仕様 - VSN1190

19インチの4U産業用PCシャーシ

寸法（概数値）、全長500mm（ハンドル込）、全高177mm、幅481mm（取付金具込）

SBC3- Intel®デュアルクワッドCore Xeon EC5549チップセット、LGA 1366パッケージ

16GB DDR3 1333 非EEC登録システムメモリ、32GBアップグレードオプション付き

Express11-G3 PCIeバックプレーンにより11 ×8レーンスロットを提供 

2 × 750GBリムーバブルSATAハードドライブ - エンタープライズグレード

DVD/RWコンボドライブ１個

ギガビットイーサネットポート２個

DVI/VGAへのVGA出力対応接続、付属ケーブル使用（コントロール画面として使用） 

800W冗長PSU

ノイズ -  48.6dB（A）～67.9 db（A）、システム構成と周囲温度に依存

取り外し可能エアフィルター付きトリプル冷却ファン

キーボードとマウス付属

Windows 7 64bitオペレーティングシステム（VSN1190のみ）

動作温度: 0～35 ℃

11.7  技術仕様 - VSN1100X
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FAN1、
FAN2、
FAN3

4ピンファンスピード制御ヘッダ
ピン1 : GND
ピン2 : +12V
ピン3 : TACH
ピン4 : PWM

J11、
J12

SATA  2.0
ピン1 : 0V           
ピン2 : A+      
ピン3 : A-      
ピン4 : 0V             
ピン5 : B-
ピン6 : B+             
ピン7 : 0V

FAN5、
FAN6、
FAN7、
FAN8

3ピンファンヘッダ（スピード制御なし）
ピン1 : GND
ピン2 : +12V
ピン3 : N/C

J13 デバッグI2C
ピン1 : SCL        ピン2 : 0V
ピン3 : SDA        ピン4 : N/C
ピン5 : N/C        ピン6 : N/C
ピン7 : N/C        ピン8 : N/C
ピン9 : N/C        ピン10 : 0V

FAN9 2ピンファンヘッダ（スピード制御なし）
ピン1 : GND
ピン2 : +12V

J14、
J15

USB 2.0
ピン1 : +5V        ピン2 : +5V
ピン3 : USB1N      ピン4 : USB0N
ピン5 : USB1P      ピン6 : USB0P
ピン7 : 0V         ピン8 : 0V
ピン9 : N/C        ピン10 : N/C

J1、J2 ATXコネクタ電源
ピン1 : +3.3V         ピン13 : +3.3V
ピン2 : +3.3V         ピン14 : -12V
ピン3 : 0V            ピン15 : 0V
ピン4 : +5V           ピン16 : PS_ON#
ピン5 : 0V            ピン17 : 0V
ピン6 : +5V           ピン18 : 0V
ピン7 : 0V            ピン19 : 0V
ピン8 : PWR_ON        ピン20 : N/C
ピン9 : +12V          ピン21 : +5V
ピン10: +12V          ピン22 : +5V
ピン11 : +12V         ピン23 : +5V
ピン12 : +3.3V        ピン24 : 0V

J16 パネルLEDコネクタ
ピン1 : LEDアノード 
ピン2 : LEDカソード

J7 パネル電源プッシュボタンコネクタ
ピン1 : PWRBUT
ピン2 : 0V

J17 PLX EEPROMセレクト
ピン1-2 : EEPROM U4
ピン2-3 : EEPROM U14

J8 パネルリセットプッシュボタンコネクタ
ピン1 : SHB_RST
ピン2 : 0V

J18 AUXコネクタ電源
ピン1 : 0V         ピン5 : +12V
ピン2 : 0V         ピン6 : +12V
ピン3 : 0V         ピン7 : +12V
ピン4 : 0V         ピン8 : +12V 

J6 AUXコネクタ電源
ピン1 : 0V            ピン5 : +12V
ピン2 : 0V            ピン6 : +12V
ピン3 : 0V            ピン7 : +12V
ピン4 : 0V            ピン8 : +12V 

J19 PLX  I2C
ピン1 : SCL        ピン2 : 0V
ピン3 : SDA        ピン4 : N/C
ピン5 : N/C        ピン6 : N/C
ピン7 : N/C        ピン8 : N/C
ピン9 : N/C        ピン10 : 0V

11.8  技術仕様 - Express9-G3

11.8.1 ピンコネクタ
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PICMG ×8

スロット1 ×8 

スロット2 × 4

スロット3 × 4

スロット4 × 4

スロット5 × 4

スロット6 × 4

スロット7 × 4

スロット8 × 4

スロット9 × 4

最大電力（SBCなし） 16W

電力要件 3.3Vでの最大電流 0.5A 
12Vでの最大電流 0.5A 
5Vでの最大電流 1.5A

フォームファクター PICMG1.3 ホストSBCインターフェイス 
1 × PCI Express（×8） 拡張スロット 
8 × PCI Express（×4） 拡張スロット

ATX PSU 4 × 24ピンコネクタ電源

SATAポート（2.0） 2 ×  ポート、PICMG1.3インターフェイス経由

USBポート（2.0） 2 ×  ポート、PICMG1.3インターフェイス経由

動作温度 0～35℃/32～95°F

保存温度 -20～70℃/-4～158°F

相対湿度 5%～90% 非結露

11.8.2  PCIeポート幅

11.8.3  電源および環境

J6 AUXコネクタ電源
ピン1 : 0V            ピン5 : +12V
ピン2 : 0V            ピン6 : +12V
ピン3 : 0V            ピン7 : +12V
ピン4 : 0V            ピン8 : +12V 

J19 PLX  I2C
ピン1 : SCL        ピン2 : 0V
ピン3 : SDA        ピン4 : N/C
ピン5 : N/C        ピン6 : N/C
ピン7 : N/C        ピン8 : N/C
ピン9 : N/C        ピン10 : 0V



FAN1、
FAN2、
FAN3

4ピンファンスピード制御ヘッダ
ピン1 : GND
ピン2 : +12V
ピン3 : TACH
ピン4 : PWM

J30、
J31

SATA  2.0
ピン1 : 0V           
ピン2 : A+      
ピン3 : A-      
ピン4 : 0V             
ピン5 : B-
ピン6 : B+             
ピン7 : 0V 

FAN5、
FAN6、 

3ピンファンヘッダ（スピード制御なし）
ピン1 : GND
ピン2 : +12V
ピン3 : N/C

J33 2ピンファンヘッダ（スピード制御なし）
ピン1 : GND
ピン2 : +12V

J17 パネル電源プッシュボタンコネクタ
ピン1 : PWRBUT
ピン2 : 0V

J38 USB 2.0
ピン1 : +5V           ピン2 : +5V
ピン3 : USB1N         ピン4 : USB0N
ピン5 : USB1P         ピン6 : USB0P
ピン7 : 0V            ピン8 : 0V
ピン9 : N/C           ピン10 : N/C

J18 パネルリセットプッシュボタンコネクタ
ピン1 : SHB_RST
ピン2 : 0V

J40 JTAG
ピン1 : TCK           ピン2 : 0V
ピン3 : TDO           ピン4 : +3V
ピン5 : TMS           ピン6 : +3V
ピン7 : N/C           ピン8 : TRST
ピン9 : TDI           ピン10 : 0V

J19 パネルLEDコネクタ
ピン1 : LEDアノード
ピン2 : LEDカソード

J42 デバッグ + PLX I2C
ピン1 : SCL           ピン2 : 0V
ピン3 : SDA           ピン4 : N/C
ピン5 : N/C           ピン6 : N/C
ピン7 : N/C           ピン8 : N/C
ピン9 : N/C           ピン10 : 0V

J23、
J24

ATXコネクタ電源
ピン1 : +3.3V        ピン13 : +3.3V
ピン2 : +3.3V        ピン14 : -12V
ピン3 : 0V           ピン15 : 0V
ピン4 : +5V          ピン16 : PS_ON#
ピン5 : 0V           ピン17 : 0V
ピン6 : +5V          ピン18 : 0V
ピン7 : 0V           ピン19 : 0V
ピン8 : PWR_ON       ピン20 :  N/C
ピン9 : +12V         ピン21 : +5V
ピン10: +12V         ピン22 : +5V
ピン11 : +12V        ピン23 : +5V
ピン12 : +3.3V       ピン24 : 0V 

J49 PLXデバッグスピードセレクト
ピン1-2 : 全スロットGen 1
ピン2-3 : 全スロットGen 3

J25、
J26

AUXコネクタ電源
ピン1 : 0V           ピン5 : +12V
ピン2 : 0V           ピン6 : +12V
ピン3 : 0V           ピン7 : +12V
ピン4 : 0V           ピン8 : +12V 

J50 GPIO
ピン1 : GPI             
ピン2 : 0V       
ピン3 : GPO              

仕様
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11.9  技術仕様 - Express11-G3

11.9.1 ピンコネクタ



最大電力（SBCなし） 25W

電力要件 3.3Vでの最大電流 0.5A 
12Vでの最大電流 0.5A 
5Vでの最大電流 4A

フォームファクター PICMG1.3 ホストSBCインターフェイス（×8 PCIe） 
11 × PCI Express（×8） 拡張スロット

ATX PSU 2 × 24ピンコネクタ電源 
2 × 8ピン AUXコネクタ電源

SATAポート（2.0） 2 ×  ポート、PICMG1.3インターフェイス経由

USBポート（2.0） 2 ×  ポート、PICMG1.3インターフェイス経由

動作温度 0～35℃/32～95°F

保存温度 -20～70℃/-4～158°F

相対湿度 5%～90% 非結露

PICMG ×8

スロット1 ×8 

スロット2 ×8 

スロット3 ×8 

スロット4 ×8 

スロット5 ×8 

スロット6 ×8 

スロット7 ×8 

スロット8 ×8 

スロット9 ×8 

スロット10 ×8

スロット11 ×8
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J29 PLX EEPROMセレクト
ピン1-2 : EEPROM A - U13
ピン2-3 : EEPROM B - U14

11.9.2  PCIeポート幅

11.9.3  電源および環境



保証期間

第12章 - 保証

12.1  保証宣言
Datapathでは、標準で36ヶ月間のメーカー返送保証を提供しています。非標準の保証期間については下表を参照して
ください。多くの問題は製品を返送しなくても解決できるため、返送前にはRMA手順に準拠することが重要です。

59

コンポーネント 標準36ヶ月保証 12ヶ月保証

Image DP4グラフィックカード ×

Visionキャプチャカード（ActiveSQXを含む） ×

Express9-G3/Express11-G3 ×

HLink/SLinkカード（G3および光学） ×

ExCable（G3および光学） ×

SBC3およびSBC4 ×

電源ユニット ×

ハードドライブ、RAM、ファン ×

12.2  RMA返送ポリシー
お使いのDatapath製品が正常に動作しない場合は、まず当社のサポートチームにご連絡ください。ハードウェアの故
障と思われるトラブルの多くは、実際にはインストールやセットアップの問題であり、製品を返送しなくても解決で
きることが多いためです。この方法なら、最も早く、簡単に、そして費用も掛からずに問題を解決できます。 
support@datapath.co.uk宛に、障害の詳細（システムの詳細、信号の種類、入力または出力解像度、他のバックグラ
ンド情報）を記述したEメールをお送りください。

製品の製造番号をお忘れなくお知らせください。

ハードウェア障害が強く疑われる場合は、rma@datapath.co.uk宛に、シリアル番号と障害の詳細をできるだけ細かく
説明したEメールをお送りください。障害の詳しい情報は、問題の特定や、必要であれば追加のテストの指示にも役
立ちます。その後、「RMA番号」を発行いたします。

RMA番号の発効時に、製品の保証ステータスと修理費用（必要な場合）をお知らせいたします。下記の段落（b）をお
読みください。その後、以下の手順に従って製品をDatapath Ltd.までご返送ください（送料はお客様の負担となり
ます）。

製品の返送シナリオは以下の4パターンが考えられます。

（a） 製品が保証期間内であり、製品の欠陥であったか、または故障が見つからなかった。これらの場合、
必要に応じて製品を修理するか、または新品もしくは修理済みの製品と交換の上、お客様の送料負担にて再
納品いたします。

（b） 製品の保証期間が切れていて、故障が見つかった。RMA承認Eメールに記載されている定額料金で製品
を（可能であれば）修理または交換します。この支払いを行うために、製品の返送時に発注書を切って頂く
か、またはクレジットカード情報を提供して頂きます。（インボイスの発行またはクレジットカード会社へ
の請求は、修理が完了して再納品する時点となります。）

（c） 製品が保証期間内であるが、故障の原因が誤使用によるものであることが判明した。上記（b）と同様
の取り扱いとなります。

（d） 製品の保証期間が切れていて、耐用年数を過ぎていた。コンポーネントが古すぎて交換部品も存在し
ないため、修理や交換はできません。お客様のご希望により、製品をお返しするか、もしくは当社にて処分
させて頂きます（処分費用は頂きません）。
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注意: Datapathでは、単独で当社に送られた、あるいは修理または他の目的で当社に返送された機器に組み
込まれている、ハードドライブや他の書き換え可能メディアに保存されているプログラム、データ、または
他のコンテンツの安全性、整合性、またはセキュリティについては一切保証いたしません。機器を返送する
前に、貴重または重要なデータ等については、必ずバックアップを作成し、機密情報は必ずメディアから消
去してください。

RMA番号が発行されたら、発注書を切るか、またはクレジットカードの詳細を供給し、製品を確実に梱包の上、外か
ら見えるようにRMA番号を明示して、Datapath Ltd., Bemrose House, Bemrose Park, Derby DE21 6XQ, United 
Kingdomまで返送してください。不要な搬送や取り扱いを避けるため、故障していると思われる製品や付属品のみを
返送してください。

段落（c）に該当する場合、当社で製品を確認し、誤使用が特定された場合には、固定料金を徴収いたします。この
場合は、発注書の発行またはクレジットカード情報の提供後に修理を行います。

当社のポリシーでは、受取日から10日以内に修理（または交換）して再納品いたします。

保証期間
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本章は上級ユーザーを対象として、以下の内容を説明します。

•	 Wall Controlコマンドラインインターフェイス

•	 ソフトウェア開発キット（SDK）

•	 RAID

•	 ImageDP4ビデオBIOS 

•	 カードの交換

•	 ファームウェアの更新

•	 システムリカバリ

13.1  コマンドラインインターフェイス

13.1.1  Wall-Control-red

Wall Control-redコマンドラインインターフェイスにより、レイアウトファイルを開くことができます。 

使用例

•	 レイアウトファイルc:\layouts\layout.layを開いて、Wall Control-redアプリケーションウィンドウを表示せず
に終了します。

“C:\Program Files(x86)\Wall Control\wallctl.exe” -Layout=”c:\layouts\layout.lay” -exit 

•	  VideoWallという名前のコンピュータに接続して既存のウィンドウをすべて閉じます。

“C:\Program Files(x86)\Wall Control\wallctl.exe” -Machine=VideoWall -CloseWindows=Yes 

•	 Wall Control-redアプリケーションウィンドウを表示せずにVideoWallという名前のコンピュータに接続して、設
定をc:\layouts\snapshot.layというレイアウトファイルに保存します。

“C:\Program Files (x86)\Wall Control\wallctl.exe” -Machine=VideoWall -Save=”c:\layouts\snapshot.
lay” -exit 

コマンド

-Layout=layout file 

•	 このコマンドライン引数は、呼び出すレイアウトファイル名を指定します。 

•	 レイアウトファイル名やパスにスペースが含まれる場合は、引数全体を次のように二重引用符で囲みます。 

-layout=”C:\Documents and Settings\user\Desktop\file.lay” 

•	 -layoutと-machineは同時には使用できません。 

-Exit 

•	 -Exitを-layoutオプションと一緒に使用すると、Wall Control-redアプリケーションはアプリケーションウィン
ドウを表示せずにレイアウトファイルを読み込み、その後に終了します。 

•	 このオプションは、Wall Control-redアプリケーションを表示せずにレイアウトファイルを開きたい場合に使用
してください。 

•	 -Exitをコマンドラインで使用すると、終了コードが戻されます。 
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-Quiet 

•	 -Exitと一緒に使用することで、インターフェイスダイアログボックスを表示しません。 

-CloseWindows={YeslNo} 

•	 -CloseWindows=Yesは、既存のウィンドウを閉じます。 

•	 -CloseWindows=Noは、既存のウィンドウを開いたままにします。 

•	 -layoutコマンドラインオプションを指定した場合、-CloseWindowsのデフォルトはYesです。 

•	 -machineコマンドラインオプションを指定した場合、-CloseWindowsのデフォルトはNoです。 

-ShowState={Minimised|Restored|Maximised} 

•	 Wall Control-redアプリケーションウィンドウの表示を制御します。 

-Window=[top],[left],[width],[height] 

•	 このオプションは、Wall Control-redアプリケーションウィンドウの位置を制御します。 

•	 数値を省略した場合、アプリケーションを前回終了した時点で保存されている値が使用されます。 

•	 ウィンドウのサイズを変更せずに位置を変更する場合: 

-window=100,200 

•	 ウィンドウの位置を変更せずにサイズを変更する場合: 

-window=,,800,600 

-AlwaysOnTop={TrueIFalse} 

•	 Wall Control-redアプリケーションウィンドウを常に一番前に表示するかどうかを設定します。 

•	 ウィンドウを通常通りに動作させたい場合は、Falseに設定します。 

•	 ウィンドウを常に他のウィンドウの手前に表示させたい場合は、Trueに設定します。 

•	 Trueの代わりに1またはonを指定することもできます。 

•	 Falseの代わりに0（数字のゼロ）またはoffを指定することもできます。 

-Save= Layout file

•	 コマンドラインからレイアウトファイルを保存します。–layoutまたは–closewindowsオプションと一緒に使用す
ることはできませんが、–exitとは一緒に使用できます。 

ネットワーク オプション 

作業中のマシン以外のマシンを制御するには、以下のオプションのいずれかが必要です。 
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-Machine={machine name|IP address} 

•	 このオプションは、接続先のマシンを指定します。 

•	 マシン名にスペースが含まれる場合は、引数全体を次のように二重引用符で囲みます。 

-machine=”My Computer”

•	 IPアドレスを指定することもできます。 

-machine=10.0.0.21 

•	 -machineと-layoutは同時には使用できません。 

サーバーでユーザー名とパスワードが必要な場合は、以下のオプションを使用してください。

-UserName=user name

Password=password 

マシンがドメインに属していない場合は、アカウントが接続先のマシンに存在しなければなりません。 

マシンがドメインに属している場合は、以下のオプションがあります。 

•	 アカウントが接続先のマシンに存在する 

•	 アカウントがドメインに存在する 

アカウントがドメインに存在する場合は、以下のオプションでドメイン名を指定してください。

-Domain=domain name 

-Port=port number

他のマシンに接続し、アプリケーションサーバーがデフォルトポートである1049以外のポートをリッスンする場合に
は、そのポートを指定する必要があります。 

ポート番号は 1 ～ 65535 の範囲の整数です。 

13.1.2  IPカメラ

コマンドラインインターフェイスにより、IPカメラウィンドウを作成、修正、または終了することができます。   
コマンドラインインターフェイスには様々な方法でアクセスできます。

•	 ショートカットでターゲットとしてIPCAMCMD.EXEを指定し、その後にコマンドラインオプションをスペースで区
切って指定します。 

•	 コマンドプロンプトでIPCAMCMD.COMへのフルパスを指定するか、またはIPカメラソフトウェアがインストールさ
れているフォルダーパスに指定します。 

•	 バッチ ファイルからアクセスします。指定方法はコマンド プロンプトと同様です。 

-ID=number 

•	 ウィンドウの作成時には ID を割り当てることができます。ウィンドウを修正または終了する場合は、正しい 
ウィンドウを修正または終了するように、ID を指定してください。 

•	 IDは1～65535の範囲の整数です。IDはIPカメラウィンドウに特有です。 
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-Input=camera name

•	 カメラの名前を指定します。カメラは、すでにWall Controlで設定済みでなければなりません。 

-Close 

•	 コマンドライン オプションを ID と共に指定すると、その ID のウィンドウが終了します。 

-ShowState={Minimised|Restored|Maximised|Show|Hide} 

•	 ウィンドウの表示状態を設定します。 

•	 ウィンドウをアクティブにするには Restored を使用します。 

-AlwaysOnTop={On|Off} 

-AspectRatio=[{On|Off|],[width],[height]

•	 縦横比の維持機能をオンのままにしておくか、またはオフに切り替えてから縦横比を指定します。 

•	 すべての値はオプションですが、カンマは必ず指定してください。

-Caption= 

•	 ウィンドウのキャプションを設定します。スペースを含めるには、文字列全体を二重引用符で囲みます。 

-ShowFrameRate={On|Off} 

•	 現在のフレームレートをタイトルバーに表示するかどうかを指定します。 

-ShowMenuBar={On|Off} 

•	 メニュー バーを表示するかどうかを指定します。 

-Window=[top],[left],[width],[height] 

•	 ウィンドウの位置とサイズを変更します。 

•	 すべての値はオプションですが、カンマは必ず指定してください。 

-WindowStyle={BorderAndTitleBar|BorderOnly|NoBorderOrTitleBar} 

以下のコマンドラインオプションにより、IPカメラソースの表示を変更できます。数値は、Input Settingsシートに
表示される値に対応します。 

ネットワーク オプション 

作業中のマシン以外のウィンドウを制御するには、以下のオプションのいずれかが必要です。 

-Machine={machine name|IP address} 

•	 このオプションを使用して、接続先のマシンを指定してください。 

-Port=port number 

•	 他のマシンのウィンドウを制御し、サーバーがデフォルトポートである1049以外のポートをリッスンする場合に
は、そのポートを指定する必要があります。
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•	 ポート番号は 1 ～ 65535 の範囲の整数です。

•	 サーバーでユーザー名とパスワードが必要な場合は、以下のオプションを使用してください。

-UserName=user name 

-Password=password 

マシンがドメインに属していない場合は、アカウントが接続先のマシンに存在しなければなりません。 

マシンがドメインに属している場合は、以下のオプションがあります。 

•	 アカウントが接続先のマシンに存在する 

•	 アカウントがドメインに存在する 

アカウントがドメインに存在する場合は、以下のオプションでドメイン名を指定してください。 

-Domain=domain name 
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13.1.3  Visionウィンドウ 

Visionコマンドラインインターフェイスにより、Visionウィンドウを作成、修正、または終了することができます。

-ID=number 

•	 ウィンドウの作成時には ID を割り当てることができます。ウィンドウを修正または終了する場合は、正しい 
ウィンドウを修正または終了するように、ID を指定してください。 

•	 IDは1～65535の範囲の整数です。IDはVisionウィンドウに特有です。 

-Close 

•	 コマンドライン オプションを ID と共に指定すると、その ID のウィンドウが終了します。 

-ShowState={Minimised|Restored|Maximised|Show|Hide} 

•	 ウィンドウの表示状態を設定します。 

•	 ウィンドウをアクティブにするには Restored を使用します。 

-AlwaysOnTop={On|Off} 

-AspectRatio=[{On|Off|Source}],[width],[height]

•	 縦横比の維持機能をオンのままにしておくか、またはオフに切り替えてから縦横比を指定します。 

•	 Sourceを指定した場合、ソースの幅と高さは縦横比として使用されます。 

•	 すべての値はオプションですが、カンマは必ず指定してください。 

-Caption= 

•	 ウィンドウのキャプションを設定します。スペースを含めるには、文字列全体を二重引用符で囲みます。 

-ShowFrameRate={On|Off} 

•	 現在のフレームレートをタイトルバーに表示するかどうかを指定します。 

-ShowMenuBar={On|Off} 

•	 メニュー バーを表示するかどうかを指定します。 

-Window=[top],[left],[width],[height] 

•	 ウィンドウの位置とサイズを変更します。 

•	 すべての値はオプションですが、カンマは必ず指定してください。 

-WindowStyle={BorderAndTitleBar|BorderOnly|NoBorderOrTitleBar}

-ExcludeBorders={On|Off}

-DisplayMessageAfter=time in milliseconds 

-CaptureFormat={Automatic|5-5-5|5-6-5|8-8-8} 

-TransferData={ViaSystemMemory|DirectToGraphicsCard} 

上級ユーザー
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-Scaling={Fast|Slow} 

-ActiveCaptureRate=percentage 

•	 パーセント値を1、5、10、15、20、25、33、50、または100から選択します。これら以外の値を指定すると、この
中でその値に最も近いパーセント値にが選択されます。 

-InactiveCaptureRate=percentage 

•	 パーセント値を1、5、10、15、20、25、33、50、または100から選択します。これら以外の値を指定すると、この
中でその値に最も近いパーセント値にが選択されます。 

-DifferentCaptureRate={On|Off} 

-Input=input number 

-Reset 

•	 Visionソースが現在生成しているモードのキャプチャ設定を破棄します。 

-ShareCaptureSettings={On|Off} 

•	 ShareCaptureSettingsがオンの場合、キャプチャ設定制御への変更内容は他のVisionウィンドウと共有されま
す。キャプチャ設定が保存され、次にVisionウィンドウが作成されるときに使用できます。 

•	 ShareCaptureSettingsがオンの場合、キャプチャ設定制御への変更内容はこのVisionウィンドウにのみ適用され
ます。 

•	 ShareCaptureSettingsをオンにすると、Visionウィンドウのキャプチャ設定は失われます。 

•	 デフォルトでは、ShareCaptureSettingsはオンです。 

-Cropping=[{On|Off}],[top],[left],[width],[height] 

-Deinterlace={Weave|Bob|Field0|Field1}

•	 動きがほとんどないソースの場合はWeaveを選択します。 

•	 動きがあるソースの場合はBobを選択します。 

•	 単独のフィールドを表示する場合はFieldを選択します。 

以下のコマンドラインオプションにより、Visionソースの表示を変更できます。数値は、Input Settingsシートに表
示される値に対応します。 

-CaptureWidth=number 

-CaptureHeight=number 

-HorizontalPosition=number 

-HorizontalSize=number

-Phase=number 

-VerticalPosition=number 

-BlackLevel=number 

上級ユーザー
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-Brightness=number

-Contrast=number 

-Saturation=number 

-Hue=number

-Rotation={0|90|180|270} 

•	 現在の入力信号の方向を設定します。 

-Information 

•	 現在のディレクトリにinformation.iniというテキストファイルを作成します。このファイルには、コマンドライ
ンで使用できる最小値と最大値、およびサポートされる機能についての情報が保存されます。 

•	 information.iniファイルは–informationを使用するたびに上書きされます。 

-CursorStyle=Show  

•	 常にウィンドウのクライアントエリア内にカーソルを表示します。 

-CursorStyle=Hide 

•	 常にウィンドウのクライアントエリア内にカーソルを表示しません。 

-CursorStyle=HideWhenActive

•	 ウィンドウがデスクトップでアクティブな場合にのみ、そのウィンドウのクライアントエリア内にカーソルを表
示します。 

ネットワーク オプション 

作業中のマシン以外のウィンドウを制御するには、以下のオプションのいずれかが必要です。 

-Machine={machine name|IP address} 

•	 このオプションを使用して、接続先のマシンを指定してください。 

-Port=port number 

他のマシンのウィンドウを制御し、Visionサーバーがデフォルトポートである 1049 以外のポートをリッスンする場
合には、そのポートを指定する必要があります。

ポート番号は 1 ～ 65535 の範囲の整数です。

サーバーでユーザー名とパスワードが必要な場合は、以下のオプションを使用してください。 

-UserName=user name 

上級ユーザー



-Password=password 

マシンがドメインに属していない場合は、アカウントが接続先のマシンに存在しなければなりません。 

マシンがドメインに属している場合は、以下のオプションがあります。 

•	 アカウントが接続先のマシンに存在する 

•	 アカウントがドメインに存在する 

アカウントがドメインに存在する場合は、以下のオプションでドメイン名を指定してください。 

-Domain=domain name 

13.1.4 アプリケーションウィンドウ

コマンドライン インターフェイスにより、アプリケーション ウィンドウを作成、修正、または終了することができ
ます。コマンドライン インターフェイスには様々な方法でアクセスできます。

•	 ショートカットでターゲットとして APPCMD.EXE を指定し、その後にコマンドライン オプションをスペースで区
切って指定します。 

•	 コマンド プロンプトで APPCMD.COM へのフルパスを指定するか、または Wall Control ソフトウェアがインスト
ールされているフォルダーパスに指定します。 

•	 バッチ ファイルからアクセスします。指定方法はコマンド プロンプトと同様です。 

未設定のアプリケーション

コマンドライン インターフェイスは、Wall Control で設定されていないサードパーティ アプリケーションのウィ
ンドウの制御にも使用できます。下記の「未設定アプリケーションの起動」を参照してください。

設定済みのアプリケーション

Wall Control で設定済みのアプリケーションを起動する場合には、省略版のコマンドラインを使用できます。下記
の「設定済みアプリケーションの起動」を参照してください。事前にサポートされていて、Wall Control のインス
トール時に自動的に設定されているアプリケーションや、インストール後にユーザーが追加したカスタムアプリケー
ションも含まれます。Wall Control の「アプリケーションの設定」を参照してください。

使用例 - 設定済みアプリケーション

•	 Internet Explorer アプリケーションの iexplore.exe を設定済み入力 ID 1 で開きます。 

	 “C:\Program Files (x86)\Wall Control\appcmd.exe” -AppName=”Internet Explorer” -Input=”		
          Search” -ID=1

•	 Internet Explorer ウィンドウの入力を ID 1 で動的に切り替えます。 

	 “C:\Program Files (x86)\Wall Control\appcmd.exe” -ID=1 -Input=”News”

使用例 - 未設定アプリケーション

	 “C:\info.txt” ファイルをアプリケーション notepad.exe で開きます。 

	 “C:\Program Files (x86)\Wall Control\appcmd.exe” -AppName=”notepad.exe” -CmdArgs=”c:\             	
	   info.txt”

•	 URL http://www.google.com で Internet Explorer アプリケーション iexplore.exe を開き、ID 1 を割り当て
ます。 
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	 “C:\Program Files (x86)\Wall Control\appcmd.exe” -AppName=”C:\Program Files\Internet  
          Explorer\iexplore.exe” -CmdArgs=”-nomerge http://www.google.com” -ID=1

•	 Internet Explorer ウィンドウの入力を ID 1 で動的に切り替えます。 

	 “C:\program files (x86)\Wall Control\appcmd.exe” -ID =1 -CmdArgs=”http://www.google.com/news”

•	 ID 1 でアプリケーション ウィンドウを、サイズを変えずにデスクトップの原点に移動します。 

	 “C:\Program Files(x86)\Wall Control\appcmd.exe” -ID=1 –Window=0,0,,

•	 ID 1 でアプリケーションを閉じます。 

	 “C:\Program Files(x86)\Wall Control\appcmd.exe” -ID=1 -Close

術語体系

斜体 - 必ず提供しなければならない情報。

太字 - 表示されている通りに入力しなければならない要素。

省略記号 (...) - コマンド ラインで数回繰り返される可能性のあるパラメータ。

括弧内 ([]) - オプションのアイテム。

中括弧内 ({}) - 一連の選択肢（Iで区切られた）で、その中から一つだけを選ぶ必要がある。

Courier フォント - コードまたはプログラムの出力。

-ID=数字

•	 ウィンドウの作成時には ID を割り当てることができます。ウィンドウを修正または終了する場合は、正しいウ
ィンドウを修正または終了するように、ID を指定してください。 

•	 ID は 1 ～ 65535 の整数で、各ウィンドウに固有の値です。

-Close 

•	 コマンドライン オプションを ID と共に指定すると、その ID のウィンドウが終了します。

-ShowState={Minimised|Restored|Maximised|Show|Hide}

•	 ウィンドウの表示状態を設定します。 

•	 ウィンドウをアクティブにするには Restored を使用します。

-AlwaysOnTop={On|Off}

-ShowMenuBar={On|Off}

•	 メニュー バーを表示するかどうかを指定します。

-Window=[上],[左],[幅],[高さ]

•	 ウィンドウの位置とサイズを変更します。 

•	 すべての値はオプションですが、カンマは必ず指定してください。~

-WindowStyle={BorderAndTitleBar|BorderOnly|NoBorderOrTitleBar}
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未設定のアプリケーションの起動

未設定アプリケーションとは、設定済みアプリケーションの Wall Control リストに登録されていないアプリケー
ションです。「設定済み」を参照してください。

-AppName=”アプリケーション名”

•	 アプリケーションのフル パスを指定する必要があります。 “C:\Program Files\Internet Explorer\iexplore.
exe”)

-CmdArgs=”コマンドライン引数”

•	 アプリケーションのオプション パラメータを指定します。多くのアプリケーションでは、起動と同時に開くフ
ァイル名を指定できます。コマンド ライン引数の詳細については、ご使用のアプリケーションのマニュアルを
ご参照ください。 

•	 未設定アプリケーションでは、-CmdArgs は -AppName と一緒でなければ使用できません。-AppName に設定済
みまたはカスタム アプリケーションの名前を指定する場合は、代わりに -Input を使用してください。

-StartDir=”開始フォルダー”

「開始フォルダー」とはアプリケーションを実行するフォルダーです。「開始フォルダー」を指定しないと、アプ
リケーションが存在するフォルダー内で実行されます。

•	 -StartDir は -AppName との組み合わせでのみ実行できます。 

•	 -StartDir は未設定アプリケーションに対してのみ使用できます。

引用符（”）を含む文字列を指定する場合（スペースを含むパス名を引用符で囲む場合など）、区切り文字を使用
することで、内部の引用符を指定する必要があります。たとえば、‘-CmdArgs’ コマンド引数で渡されるアプリ
ケーション特有の引数に “C:\My Pictures\picture.jpg” というパス名を含める場合には、次のように指定しま
す。引用符 ” の前に \ 文字が追加されている点に注意してください。

•	 -CmdArgs=”-File=\”C:\My Pictures\picture.jpg\””

設定済みアプリケーションの起動

•	 設定済みアプリケーションには、事前にサポートされていて、Wall Control のインストール時に自動的に設定
されているアプリケーションや、インストール後にユーザーが追加したカスタムアプリケーションが含まれま
す。「設定済み」を参照してください。

-AppName=”アプリケーション名”

•	 Wall Control に設定されている設定済みまたはカスタム アプリケーションの名前を指定します（例: DG-
CPlay)。

-Input=”入力名”

•	 入力名は、アプリケーションに対して設定されている入力の名前です（例: FilmClip1）。 

ネットワーク オプション

•	 作業中のマシン以外のウィンドウを制御するには、以下のオプションのいずれかが必要です。

-Machine={マシン名|IP アドレス}

このオプションを使用して、接続先のマシンを指定してください。
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-Port=”ポート番号”

•	 他のマシンのウィンドウを制御し、アプリケーション サーバーがデフォルト ポートである 1049 以外のポート
をリッスンする場合には、そのポートを指定する必要があります。 

•	 ポート番号は 1 ～ 65535 の範囲の整数です。 

•	 サーバーでユーザー名とパスワードが必要な場合は、以下のオプションを使用してください。 

-UserName=”ユーザー名”

-Password=”パスワード”

マシンがドメインに属していない場合は、アカウントが接続先のマシンに存在しなければなりません。

マシンがドメインに属している場合は、以下のオプションがあります。

•	 アカウントが接続先のマシンに存在する 

•	 アカウントがドメインに存在する 

アカウントがドメインに存在する場合は、以下のオプションでドメイン名を指定してください。

-Domain=”ドメイン名”

設定済みアプリケーションでの入力の動的な切り替え

-Input コマンドを使用すると、ウィンドウやアプリケーションを終了して再び開かなくても、設定済みアプリケー
ションのウィンドウに表示されている入力を変更することができます。これは、ウィンドウをデスクトップ上の他の
ウィンドウより手前に表示するための、アプリケーション特有の機能です。

•	 -Input=”入力名”

•	 入力名には、ウィンドウを所有するアプリケーション用に設定された入力の名前を指定します。 

•	 -Input スイッチを -ID スイッチと一緒に使用してターゲット ウィンドウを指定します。

ID 1 で Internet Explorer ウィンドウを動的に切り替える例を示します。

“C:\Program Files(x86)\Wall Control\appcmd.exe” -ID=1 -Input=”News”

未設定アプリケーションでの入力の動的な切り替え

-CmdArgs を使用すると、ウィンドウやアプリケーションを終了して再び開かなくても、未設定アプリケーションの
ウィンドウに表示されているファイルや URL を変更することができます。これは、ウィンドウをデスクトップ上の
他のウィンドウより手前に表示するための、アプリケーション特有の機能です。

-CmdArgs=”ファイルのパス名または URL”

•	 -CmdArgs には、フル パス名または URL を指定します。 

•	 -CmdArgs は、-ID コマンドと組み合わせて使用してターゲット ウィンドウを指定します。 

•	 -CmdArgs にはパス名/URL のみを指定し、アプリケーションを起動するために使用したアプリケーション特有の
コマンドを指定してはいけません。

ID 1 で Internet Explorer ウィンドウの入力を動的に切り替える例を示します。

“C:\Program files(x86)\Wall Control\appcmd.exe” -ID =1 -CmdArgs=”http://www.google.com/news”

上級ユーザー
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13.1.5  オンスクリーンディスプレイ

-OSDType={Disabled|SimpleText} 

•	 OSDをオンまたはオフにします。 

-OSDText= 

•	 オンスクリーンディスプレイのテキストを指定します。 

•	 テキストにスペースが含まれる場合は、テキスト全体を二重引用符で囲みます。 

•	 改行は\n文字で表します。\をテキストに含めたい場合はその前に\を付けます。 

例えば、-OSDText=”The quick\nbrown fox\njumps over\nthe lazy dog.”と指定すると、画面には以下のテキスト
が表示されます。 

The quick 

brown fox

jumps over

the lazy dog

-OSDScaling={FixedSize|ScaleWithWindow} 

•	 OSDの拡大縮小を指定します。FixedSizeを指定すると、ウィンドウのサイズには関係なく、常にOSDは同じサイズ
で表示されます。ScaleWithWindowを指定すると、OSDはウィンドウのサイズに従って拡大または縮小されます。 

-OSDFontName=font name 

•	 OSDテキストのフォント名を指定します。フォント名にスペースが含まれる場合は、フォント名全体を二重引用符
で囲みます。 

-OSDFontSize=number 

•	 OSDテキストのフォントサイズを指定します。 

-OSDFontStyle={Regular|Bold }

-OSDFontItalic={On|Off} 

-OSDFontStrikeout={On|Off} 

-OSDFontUnderline={On|Off}

-OSDFontColour=red,green,blue 

•	 テキストの色を、赤、緑、および青の色要素で指定します。各要素の強さを0～255で指定してください。 

-OSDBackground={Transparent|Opaque} 

•	 Transparentを指定すると、テキストの背後に来るVisionキャプチャ部分も表示されます。 

•	 Opaqueを指定すると、テキストの背後に来るVisionキャプチャ部分はOSDBackgroundColourオプションで指定した
色で表示されます。 
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-OSDBackgroundColour=red,green,blue 

•	 OSDBackgroundをOpaqueで指定した場合、このオプションは、テキストの背後に来る部分の色を、赤、緑、および
青の色要素で指定します。各要素の強さを0～255で指定してください。 

-OSDMargins=[top],[left],[right],[bottom] 

•	 マージンは、OSDが表示されるエリアを定義します。 

•	 ScaleWithWindowを指定した場合、マージンはVisionソースのピクセル単位で指定されます。FixedSizeを指定し
た場合、マージンはVisionウィンドウのピクセル単位で指定されます。 

•	 マージン外のOSD部分は表示されません。 

-OSDTextWrap={On|Off} 

•	 テキストラッピングをオンにすると、テキストが左右マージンの間に収まらない場合は、ワード間のスペースが
適宜改行に置き換えられ、行が短くなります。 

•	 テキストラッピングをオフにすると、テキストのスペースと改行は、入力された通りに表示されます。 

-OSDHorizontalAlignment={Left|Centre|Right} 

•	 Leftを指定すると、OSDの左端が左マージン位置に表示され、各行は左揃えになります。 

•	 Centreを指定すると、OSDは左右マージンの中央に表示され、各行はセンタリングされます。 

•	 Rightを指定すると、OSDの右端が左マージン位置に表示され、各行は右揃えになります。 

-OSDVerticalAlignment={Top|Centre|Bottom} 

•	 Topを指定すると、OSDの上端が上マージン位置に表示されます。 

•	 Centreを指定すると、OSDは上下マージンの中央に表示され、各行はセンタリングされます。 

•	 Bottomを指定すると、OSDの下端が下マージン位置に表示されます。 

13.1.6  Audio

Audioコマンドラインインターフェイスは、アナログ、デジタル、およびデジタル出力オーディオストリームを制御
します。

-AudioEnable={On|Off} 

•	 特定のウィンドウを有効または無効にします。 

-AudioFocusMute={On|Off} 

•	 フォーカスがない限り、特定のウィンドウのオーディオをミュートするために使用します。 

-AudioLineOutMute={On|Off} 

•	 ハードウェアのライン出力端子をミュートします。 

-AudioLineOutGain=gain 

•	 ライン出力端子に適用するゲインの数値を特定します。 
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-AudioLineOutSource={Digital|Analog} 

•	 ライン出力端子ソースをデジタルまたはアナログライン出力端子ソースとして設定します。 

-AudioDigitalMute={On|Off} 

•	 ハードウェアのデジタル入力をミュートします。 

-AudioDigitalPair={0|1|2|3} 

•	 デジタル入力のステレオチャンネルのペアサンプルを選択します。

0: 0-1

1: 2-3

2: 4-5

3: 6-7

-AudioUnbalancedMute={On|Off}

•	 ハードウェアの不平衡入力をミュートします。 

-AudioUnbalancedGain= gain 

•	 不平衡入力に適用するゲイン数値を特定します。 

- AudioBalancedMute ={On|Off} 

•	 ハードウェアの平衡入力をミュートします。 

-AudioBalancedBoost={On|Off} 

•	 平衡入力を20dbブーストします。 

-AudioBalancedGain= gain 

•	 平衡入力に適用するゲイン数値を特定します。 

-AudioADCMute={On|Off} 

•	 ハードウェアの出力ミキサをミュートします。 

- AudioADCGain= gain 

•	 出力ミキサに適用するゲイン数値を特定します。 
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13.2 RAIDの検証
ウォールコントローラでセットアップされているRAIDを検証するには、以下の手順に従ってください。

13.2.1  BIOSのセットアップに入る

ウォールコントローラを再起動し、ブート時のスプラッシュ画面が表示されている間にキーボードのDeleteキーを押
します。これにより、BIOSセットアップユーティリティが起動します。

キーボードの矢印キーでAdvanced Tabに移動します。

•	 Configure SATA#1がRAIDに設定されていることを確認します。

•	 F10キーを押して設定内容を保存し、BIOSセットアップユーティリティを終了します。

ウォールコントローラが再起動したら、BIOSのスプラッシュ画面でCtrl+iキーを押して、RAID BIOSユーティリティ
を起動します。

13.2.2  性能が低下したRAIDアレイ

RAIDアレイの性能が低下したからといって、ハードドライブやシステムの他のハードウェアが故障したとは限りませ
ん。アレイのデータの一貫性が失われたことが理由である場合もあります。原因としては、BSOD（ブルースクリー
ン）、システムのハングアップ、アプリケーションの衝突、停電などが考えられます。

上述のようにRAIDアレイの性能低下はハードウェア障害とは限りませんが、問題が定期的に発生する場合は、さらに
詳細な診断が必要です。どのシステムでも同じですが、情報を守るためには定期的なバックアップが必要です。

RAIDアレイの性能が低下した場合は、該当するディスクの物理ポート番号とドライブ製造番号をメモしてください。
通常、RAID BIOSユーティリティでは、問題のあるディスクを赤のエラーで表示します。正常なドライブは緑で表示
されます。

キーボードの矢印キーでReset disks to Non-RAIDに移動してEnterキーを押します。

矢印キーで性能が低下したディスクを選択し、スペースバーを押してResetを選択します。

             警告!次に進む前に、正しいディスクが選択されていることを確認してください。

ディスクをリセットすると、BIOS RAIDユーティリティはそのディスクを新しいディスクとして認識し、そのディス
クをRAIDの修復に使用するかどうかを尋ねてきます。承諾して次に進みます。

両方のディスクがMember Disk (x)として表示され、Rebuildとして黄色でハイライトされます。

Escキーを押してユーティリティを終了します。オペレーティングシステムがロードされると、RAIDの再構築プロセ
スが開始されます。
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13.3 ImageDP4ビデオBIOS

13.3.1 はじめに

ImageDP4には2つのビデオBIOSがあります。このセクションでは、ImageDP4でどちらのBIOSを選ぶかと、その理由に
ついて説明します。また、選択したBIOSでImageDP4を更新する方法についても説明します。

13.3.2  背景情報

Intel ×86ベースのアーキテクチャでは、システムで利用できるI/O空間が64KBに制限されています。I/Oアクセスを
必要とするハードウェアは、この64KB領域にマッピングされます。ImageDP4は、従来のI/Oを256バイト使用します。
しかしながら、PCIeブリッジはアクセスを4KB境界にアラインするため、各ImageDP4に実際に割り当てられるI/O空
間は4KBになります。そのため、「64KB÷4kB=16」で、使用できるImageDP4グラフィックカードの最大数は16枚に制
限されます。さらに、他のシステムデバイスも従来のI/O空間へのアクセスを必要とします。ネットワークデバイス
や、USBデバイスおよびオンボードグラフィックが同じI/O空間を要求することもあります。複雑なサーバークラスマ
ザーボードでは、ImageDP4グラフィックカード8枚分のI/O空間しか確保できない場合もあります。 

コンピュータがブートすると、多くの異なる種類のBIOSが動作を開始します。システムBIOSはマザーボード上に存在
し、すべてのハードウェアを起動し、リソース（I/O等）がCPUで利用できるように割り当てる責任を持ちます。ビデ
オBIOSはグラフィックカード上に存在します。ビデオBIOSはGPUを起動して、システムBIOSに対して、GPUが正常に動
作するために必要なリソースを通知します。

システムBIOSは、ブートデバイスとして使用される場合には（BIOSブートメッセージを表示するグラフィック出力を
提供するため）I/Oが有効なImageDP4を必要とします。しかしながら、ImageDP4用のWindowsドライバは、システム
BIOSがI/Oを必要としないように設計されています。従って、ImageDP4には、I/Oを要求する（ブートデバイスとして
使用できる）種類とI/Oを要求しない種類の、2種類のビデオBIOSを使用します。これにより、システムで使用できる
ImageDP4カードの数が増えます。

13.3.3 I/Oを無効にするタイミング

オンボードグラフィックをブート画面に使用する場合、ImageDP4はシステムBIOSでは使用されないため、I/Oは不要
です。しかしながら、誰かがシステムBIOSセットアップユーティリティを起動して、ブートディスプレイをIGD（内
蔵グラフィック）からPEG/PCI（PCIeスロットのグラフィックカード）に変更してしまうと、ブートカードとして使
用できるI/Oが有効なImageDP4が必要になります。この状態ではシステムはブートできず、復元するには、I/Oが有効
なブートカードをインストールするしかありません。

従って、オンボードグラフィックのコントロール画面を有効にしている場合でも、PEG/PCIでブートカードとして使
用されるカードで常にI/Oを有効にしておくことが推奨されます。これにより、互換性のないBIOSオプションが選択
されることによってシステムがブート不能に陥ることを防止できます。

さらに、マルチシャーシシステムの場合、ブート順序が変更される可能性もあります。例えば、ホストインターフェ
イスケーブルを取り外してしまったり、いずれかの拡張シャーシの電源が入らなかったりする場合です。これによ
り、ブートカードとして選択されるImageDP4が変わってしまいます。このような場合でもシステムがブートされるこ
とを確実にするため、システムを構成する各シャーシにI/Oが有効なカードをインストールしておくことが推奨され
ます。このカードが確実に選択されるようにするには、そのシャーシがシステムで唯一のシャーシである場合にシス
テムBIOSが選択するスロットにカードをインストールします。

13.3.4  SBC3 

SBC3は、システムBIOSによって認識される最初のImageDP4カードカードをブートデバイスとして使用します。使用さ
れるImageDP4カードが6枚を超えると、I/Oが不足します。システムを構成する各シャーシに、I/Oが有効のImageDP4
カードを１枚インストールしておくことが推奨されます。このカードは、SBCがシャーシで認識する最初のImageDP4
カードとしてください。これにより、シャーシがどのように接続されていても、BIOSが最初に認識するカードがI/O
が有効のカードとなります。 

13.3.5  SBC4 

SBC4は、最後のImageDP4カードをブートデバイスとして使用します。使用されるImageDP4カードが10枚を超える
と、I/Oが不足します。この場合も、システムを構成する各シャーシに、I/Oが有効なImageDP4カードを１枚インス 
トールしておくことが推奨されます。ただし、このカードは、SBCがシャーシで認識する最後のImageDP4カードとし
てください。これにより、シャーシがどのように接続されていても、BIOSが最後に認識するカードがI/Oが有効の 
カードとなります。 
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13.3.6 バックプレーンスロットの順序

システムBIOSがカードを認識する順序は、PCI Expressスロットがバックプレーン上のPCI Expressスイッチにマッピ
ングされる順序によって決定されます。ただし、これはスロットからバックプレーン上のスイッチへのトラックの 
ルーティングには依存しません。トラックのルーティングは、最も高い信号整合性を提供するように設計されてお
り、物理スロット番号と論理BIOS認識順序がストレートに対応するとは限りません。 

物理スロット Express9 
バス番号

Express91 G3 
バス番号

Express11バス番号

1 1 1 3

2 2 2 2

3 3 3 7

4 4 4 6

5 5 5 11

6 6 9 10

7 7 8 9

8 8 7 8

9 9 6 5

10 -- -- 4

11 -- -- 1
1 この順序は、Express9 G3バックプレーンのレビジョンFから採用されています。以前の
Express9では古い順序が使用されています。レビジョンはバックプレーンの製造番号から
調べることができ、レビジョンFの製造番号は163Fで始まっています。

この表を見ると、Express9またはExpress 9-G3の使用時にBIOSが最初に認識するカードは、スロット１のカードであ
ることがわかります。一方、Express11ではスロット11のカードが最初に認識されます。

Express11で最後に認識されるカードは、スロット5のカードです。このバックプレーンでSBC4を使用していた場
合、ImageDP4カードはI/Oが有効なBIOSでプログラミングされます。他のカードは、I/O要件が無効の状態になってい
ると考えられます。スロット5にImageDP4カードがインストールされていない場合、バス番号が最も大きなカードに
I/Oが求められます。 

SBC4がExpress9 G3で最後に認識するスロットはスロット6です。Express11と同じように、このスロットにImageDP4
がインストールされている場合は、I/Oが有効なカードでなければなりません。

また、Windowsが起動した後は、Datapathドライバはハードウェアの順序を変更し、カード上のジャンパー（ジャン
パーが設定されていない場合は物理スロット）によって指定される順序に合わせます。入力と出力の配線を簡素化す
るため、論理バスの順序はユーザーには隠してあります。
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13.3.9  他のマザーボードとSBC

どのバージョンのビデオBIOSを使用すべきかを判断するには、システムBIOSがブートデバイスとしてどのグラフィッ
クカードを使用するかについての理解が必要となるため、簡単ではありません。法則はマザーボードのモデルごとに
変わりますが、通常、システムBIOSは最初または最後に認識するグラフィックデバイスを選択します。システムBIOS
が使用しているアルゴリズムを見つけるには、カードを異なるスロットにインストールして、どのカードによって 
ブートメッセージが表示されるかを確認します。

複数の拡張シャーシが存在する場合は、どのカードが使用されるかを見つけるのはさらに複雑になりますが、数枚の
ImageDP4カードで試すことによって特定は可能です。 

推奨される方法は、必要なI/Oの総量がシステムの合計I/Oを超えない限り、すべてのImageDP4でI/Oを有効にしてお
くことです。 

13.3.10  ImageDP4のプログラミング

ImageDP4をプログラミングするには、システムBIOSによって正常にマッピングされていなければなりません。従っ
て、16枚のカードをすべてインストールして、まとめてプログラミングしてI/Oを無効にすることはできません。シ
ステムBIOSによってI/Oが割り当てられるように、数枚ずつプログラミングを行う必要があります。 

ビデオBIOSのプログラミングには、GPUメーカーのAMDから提供されているツールを使用します。このツールの名前
はATIFLASH.EXEです。ATIFLASH.EXEは、すべてのAMDベースのグラフィックカードをプログラミングできます。別の
AMDベースカードがシステムにインストールされている場合（コントロール画面として使用されている場合など）に
は、ImageDP4のみを更新するように、十分に注意してください。

別のAMDカードのビデオBIOSをImageDP4 BIOSに置き換えてしまうと、カードが破損し、修復不能になる可能
性があります。ImageDP4のプログラミングには、システム内の他のAMDグラフィックカードは使用しないでくだ
さい。

ATIFLASH.EXEは、Windows環境では機能しませんので、MS-DOSブート環境から実行しなければなりません。通常
は、MS-DOS環境がブート可能なUSBブートディスクを作成します。USBブートディスクは多くの方法で作成できま
す。Rufusというオープンソースパッケージを使用するのが一般的です。詳細はオンラインで入手可能です。 

USBブートディスクが作成できたら、ImageDP4 BIOSのファイルをUSBスティックにコピーし、マシンを再起動しま
す。システムBIOSに入り、USBディスクがブートデバイスであることを確認します。USBディスクをブートドライブと
して選択する方法については、マザーボードのマニュアルを参照してください。

MS-DOS環境に入ったら、以下のコマンドラインを使用して、bios_fileをcard_numで参照されるImageDP4デバイスにプ
ログラミングします。

ATIFLASH –f –p <card_num> <bios_file>

現在、ImageDP4用には2つのROMファイルがリリースされています。

DP4_R110.binは、ImageDP4をブートデバイスとして使用できるようにI/Oを有効にするためのROMファイルです。 

DP4_R120.binは、大規模システムを作成するようにImageDP4のI/Oを無効にするためのROMファイルです。 

以下のコマンドをMS-DOS環境で実行することにより、最初の4枚のImageDP4カードがDP4_R120.BINというBIOSファイ
ルでプログラミングされます。これにより、これらのカードのI/Oが無効になります。

ATIFLASH -f -p 0 DP4_R120.bin

ATIFLASH -f -p 1 DP4_R120.bin

ATIFLASH -f -p 2 DP4_R120.bin

ATIFLASH -f -p 3 DP4_R120.bin
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これらのコマンドは、一度に1つずつ入力するか、またはバッチファイルに登録しておいて、多くのカードを一度に
プログラミングすることができます。 

逆に、以下のコマンドを使用して、ImageDP4カードをBIOSが有効なROMでプログラミングすることもできます。

ATIFLASH -f -p 0 DP4_R110.bin
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13.4 SBCのオンボードグラフィックアダプタの使用
すべてのDatapathウォールコントローラは、オンボードグラフィックデバイスでブートするように設定されて出荷さ
れており、このデバイスが標準的なビデオ/データウォールコンフィギュレーションのコントロール画面として使用
されます。

コントロール画面が不要な場合には、下記の手順で内蔵オンボードグラフィックを無効にする必要があります

13.4.1 オンボードグラフィックの無効化 - SBC 3

モニターをオンボードグラフィックデバイスに接続し、ブート画面で<F2>キーを押してBIOSセットアップユーティリ
ティに入ります。

BIOSセットアップユーティリティで次のように選択します。

Boot>Primary Display>Auto

システムは、PCIバスで最初に識別されたグラフィックからブートするようになります。

13.4.2  オンボードグラフィックの無効化 - SBC4

モニターをオンボードグラフィックデバイスに接続し、ブート画面で<F2>キーを押してBIOSセットアップユーティリ
ティに入ります。

BIOSセットアップユーティリティで次のように選択します。

Advanced>Graphics Configuration>Graphics Configuration>primary Display Selection [PEG/PCI]

Primary DisplayでPEG/PCIを選択したら、Above 4GB MMIO BIOS assignmentを無効にしなければなりません。

次のように選択します。 

Advanced>Graphic Configuration>PEG Port Configuration> Above 4GB MMIO BIOS assignment - 
Disabled 

                                    
            オンボードグラフィックアダプタを無効にすることで、利用可能な最大画面数が64から32に減ります。
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13.5  追加のImageDP4カードのインストール
必要な画面数が増えると、システムの限界に達したり問題が発生したりする可能性が高まります。システムの限界
は、利用可能なアドレス空間の合計と電源の容量によって決まります。

13.5.1  電源

各電圧レールで電源が供給できる電流量には限度があります。また、総電力量にも限度があります。

各ImageDP4カードは、+3.3Vで0.25A、+12Vで1.2Aを必要とします。

使用しているImageDP4カードの枚数から、必要な総電流量と総電力量を計算できます。例えば、 ImageDP4カードを
使用した24画面システムの場合は次のように計算します。

現在

+3.3V 6 × 0.25A = 1.5A

+12V 6 × 1.2A = 7.2A

電源

（ 3.3V × 1.5A ） +（ 12V × 7.2A ） = 91.35W

これらはImageDP4カードの要件であり、システムの他のデバイスも考慮しなければなりません。

13.5.2 ImageDP4ジャンパーリンク

複数のImageDP4カードで、ジャンパーリンクが設定されていて、その設定に従ってディスプレイドライバがどの 
ImageDP4を使用するかを決定している場合には、追加のカードでもジャンパーリンクを同じように設定する必要があ
ります。ジャンパーリンクの設定方法については、ImageDP4のユーザーマニュアルを参照してください。故障した
カードを交換した場合、新しいカードでは、故障したカードと同じようにジャンパーリンクを設定する必要がありま
す。

13.5.3  ディスプレイドライバのインストール 

システムのグラフィックカードを追加した（または取り外した）場合は、ディスプレイドライバを、システムに付属
のソフトウェアインストレーションCDから、またはDatapathのウェブサイトからダウンロードして、再インストール
する必要があります。 

13.5.4  画面の順序

グラフィックカードを追加すると、ビデオウォールの画面の順序が変更されます。Wall Controlアプリケーション
は、デスクトップの画面順序を設定するためのツールを提供しています。これにより、グラフィックカードの出力 
ケーブルを差し替えることなく、画面の順序を変更できます。
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13.6  動画再生用CODECパックのインストール
DGCPlayは、コンピュータにインストールされているDirectShow CODECを使用して動画ファイルを再生します。Win-
dowsの標準インストール環境では、WMVファイルと一部のAVIおよびMPGファイルを再生するためのCODECがインストー
ルされています。他の多くの動画ファイルを再生するには、サードパーティのCODECファイルが必要です。

多くのAVIおよびMPGフォーマットは、オープンソースのffdshowパッケージに入っているCODECにより、DGCPlayを使
用して再生できます。ffdshowは以下から入手できます。

http://ffdshow-tryout.sourceforge.net

MOVファイルはQuickTimeでサポートされています。デフォルトでは、QuickTimeはDirectShowでは利用できません。
追加のソフトウェアにより、QuickTime動画ファイルを利用できるようになります。そのためのCODECとしては以下の
ようなものがあります。

http://www.codecguide.com/download_kl.htm

http://www.riverpast.com/en/prod/quicktime/

http://www.medialooks.com/products/directshow_filters/quicktime_filter.html

SWFおよびFLVファイルはFlashでサポートされています。QuickTimeと同様、これらはDirectShowではネイティブ 
サポートされておらず、再生には追加のソフトウェアが必要になります。これに適したCODECとしては以下のような
ものがあります。

http://www.medialooks.com/products/directshow_filters/flash_source.html

Datapathでは、これらの例が商的利用に適するかどうかについては、一切の保証を提供しません。単に、サードパー
ティから利用可能な例として示してあるだけです。これらすべてのCODECについては、実際に導入する前に適性を確
認してください。

13.7  ファームウェアの更新
カードのファームウェア更新手順については、DatapathソフトウェアインストレーションCDに収録されている 
ユーザーガイドを参照してください。ユーザーガイドの最新バージョンは、Datapathのウェブサイトから入手できま
す。
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